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音
楽
文
化
の
振
興
の
た
め

に
関
す
る
法
律
施
行
に

「
音
楽
文
化
の
振
興
の
た
め
の
学
習
環
境
の
整
備
等
に
関
す
る

法
律
」
が
、
平
成
六
年
―
一
月
二
五
日
法
律
第
一
〇
七
号
を
も
っ

て
公
布
さ
れ
、
同
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
。

本
法
は
、
超
党
派
の
国
会
議
員
で
構
成
さ
れ
る
「
音
楽
議
員
連

盟
」
に
お
い
て
検
討
さ
れ
て
い
た
も
の
で
、
第
一
二
九
回
国
会
に

議
員
立
法
と
し
て
提
出
さ
れ
、
同
国
会
及
び
第
二
二

0
回
国
会
で

継
続
審
議
と
さ
れ
た
後
、
先
の
第
一
三
一
回
回
会
に
お
い
て
、
衆

参
両
院
で
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

概
要
は
以
下
の
と
お
り
。

本
法
制
定
の
目
的
（
第
一
条
関
係
）

音
楽
文
化
が
明
る
＜
覧
か
な
国
民
生
活
の
形
成
及
び
国
際

文
化
交
流
の
促
進
に
大
き
く
資
す
る
こ
と
に
か
ん
が
み
、
生

涯
学
習
の
一
環
と
し
て
の
音
楽
学
習
に
係
る
環
境
の
整
備
に

地
方
公
共
団
体
は
、
地
域
に
お
け
る
音
楽
文
化
の
振
興
の

た
め
、
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
、
そ
の
自
主
的
な
判
断
に
よ

り
学
習
環
境
の
整
備
等
の
事
業
を
行
う
よ
う
努
め
る
も
の
と

す
る
こ
と
。

こ
れ
ら
の
事
業
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
我
が
国
の
伝
統

音
楽
及
び
地
域
の
特
色
あ
る
音
楽
文
化
並
び
に
こ
れ
ら
に
関

す
る
音
楽
学
習
を
振
興
す
る
よ
う
配
慮
す
る
も
の
と
す
る
こ

と
国
は
、
地
方
公
共
団
体
が
こ
れ
ら
の
事
業
を
行
う
に
当
た

っ
て
は
、
必
要
な
助
言
及
び
協
力
を
行
う
よ
う
努
め
る
も
の

と
す
る
こ
と
。

詞
民
間
団
体
が
行
う
事
業
の
振
興
（
第
五
条
関
係
）

国
は
、
音
楽
文
化
及
び
音
楽
学
習
の
振
興
に
資
す
る
事
業

を
行
う
民
間
団
体
に
対
し
、
照
会
及
び
相
談
に
応
じ
、
並
び

に
助
言
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
当
該
事
業
の
振
興
に
努
め
る

も
の
と
す
る
こ
と
。

国
顕
彰
の
実
施
（
第
六
条
関
係
）

固
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
音
楽
文
化
及
び
音
楽
学
習
の

振
興
に
寄
与
し
た
者
の
顕
彰
に
努
め
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

因
国
際
音
楽
の
日
の
趣
旨
の
普
及
（
第
七
条
関
係
）

国
際
音
楽
の
日
(

1

0

月
一
日
）
を
設
け
、
国
及
び
地
方

学
習
環
境
の
整
備
等

つ
い
て

文
化
庁
文
化
部
地
域
振
興
課

関
す
る
施
策
の
基
本
等
に
つ
い
て
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
我

が
国
の
音
楽
文
化
の
振
興
を
図
り
、
も
っ
て
世
界
文
化
の
進

歩
及
び
国
際
平
和
に
寄
与
す
る
こ
と
。

口
施
策
の
方
針
（
第
三
条
関
係
）

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
音
楽
文
化
の
振
興
の
た
め
の

学
習
環
境
の
整
備
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
国
民
の
間
に
お

い
て
行
わ
れ
る
音
楽
に
関
す
る
自
発
的
な
活
動
に
協
力
し
つ

つ
、
広
く
国
民
が
あ
ら
ゆ
る
機
会
と
あ
ら
ゆ
る
場
所
に
お
い

て
自
主
的
に
そ
の
個
性
に
応
じ
て
音
楽
学
習
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
よ
う
な
諸
条
件
の
体
系
的
な
整
備
に
努
め
る
も
の
と

す
る
こ
と

e

ま
た
、
そ
の
際
、
幼
児
、
少
年
、
高
齢
者
、
障
害
者
等
に

対
し
、
必
要
な
配
慮
を
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

国
地
方
公
共
団
体
の
事
業
（
第
四
条
関
係
）

公
共
団
体
は
、
国
際
音
楽
の
日
の
趣
旨
の
普
及
に
努
め
る
も

の
と
す
る
こ
と
。

ま
た
、
本
法
の
施
行
を
受
け
て
、
文
部
省
は
同
日
付
け
で
各
都

道
府
県
教
育
委
員
会
、
各
都
道
府
県
知
事
等
あ
て
に
事
務
次
官
通

達
を
発
出
し
、
法
律
の
趣
旨
及
び
内
容
等
の
周
知
を
図
る
と
と
も

に
、
以
下
の
よ
う
な
留
意
事
項
を
示
し
て
い
る
。

H

文
部
省
に
お
い
て
は
、
音
楽
文
化
の
振
興
の
た
め
に
地
域

の
文
化
会
館
の
活
動
の
充
実
な
ど
支
援
施
策
の
推
進
に
努
め

る
こ
と
と
し
て
お
り
、
各
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
も
、
諸

施
策
の
一
層
の
充
実
に
努
め
ら
れ
た
い
こ
と
。

口
音
楽
文
化
の
振
興
の
た
め
の
施
策
の
実
施
に
際
し
て
は
、

音
楽
学
習
を
行
う
た
め
に
必
要
な
施
設
。
設
備
等
の
物
的
条

件
に
と
ど
ま
ら
ず
、
指
導
者
、
助
言
者
等
の
人
的
条
件
そ
の

他
円
滑
な
音
楽
学
習
を
行
う
た
め
の
諸
条
件
の
体
系
的
な
整

備
に
努
め
る
こ
と
。

ま
た
、
我
が
国
の
伝
統
音
楽
及
び
地
域
の
特
色
あ
る
音
楽

文
化
並
び
に
こ
れ
ら
に
関
す
る
音
楽
学
習
の
振
興
に
配
慮
す

る
こ
と
。

曰
各
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
は
、
一

0
月
一
日
が
「
国
際

音
楽
の
日
」
と
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
音
楽
関
係
団
体
に

協
力
を
呼
び
掛
け
、
こ
の
日
を
中
心
に
音
楽
文
化
の
振
興
の
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（
目
的
）

第
一
条
こ
の
法
律
は
、
音
楽
文
化
が
明
る
＜
豊
か
な
国
民
生
活

の
形
成
並
び
に
国
際
相
互
理
解
及
び
国
際
文
化
交
流
の
促
進
に

大
き
く
資
す
る
こ
と
に
か
ん
が
み
、
生
涯
学
習
の
一
環
と
し
て

の
音
楽
学
習
に
係
る
環
境
の
整
備
に
関
す
る
施
策
の
基
本
等
に

つ
い
て
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
我
が
国
の
音
楽
文
化
の
振
興
を

図
り
、
も
っ
て
世
界
文
化
の
進
歩
及
び
国
際
平
和
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
定
義
）

第
二
条
こ
の
法
律
に
お
い
て
「
音
楽
文
化
」
と
は
、
音
楽
の
創

作
及
び
演
奏
、
音
楽
の
鑑
賞
そ
の
他
の
音
楽
に
係
る
国
民
娯
楽
、

音
楽
に
係
る
文
化
財
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十

四
号
）
に
規
定
す
る
文
化
財
、
出
版
及
び
著
作
櫂
そ
の
他
の
著

作
櫂
法
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
四
十
八
号
）
に
規
定
す
る
権

利
並
び
に
こ
れ
ら
に
関
す
る
国
民
の
文
化
的
生
活
向
上
の
た
め

の
活
動
を
い
う
。

2

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
音
楽
学
習
」
と
は
、
学
校
教
育
に
係

る
学
習
、
家
庭
教
育
に
係
る
学
習
、
社
会
教
育
に
係
る
学
習
、

音
楽
文
化
の
振
興
の
た
め
の
学
習
環
境
の
整
備
等
に
関
す
る

法
律 た

め
の
諸
事
業
を
開
催
す
る
な
ど
し
て
、
国
民
の
間
に
広
く

音
楽
に
つ
い
て
の
関
心
と
理
解
を
深
め
、
積
極
的
に
音
楽
学

習
を
行
う
意
欲
を
高
揚
す
る
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
。

芸
術
文
化
の
中
で
、
特
に
音
楽
文
化
の
振
興
が
法
律
に
定
め
ら

れ
た
理
由
と
し
て
、
衆
議
院
文
教
委
員
会
に
お
け
る
提
案
者
の
答

弁
で
は
、

「
…
言
う
ま
で
も
な
く
芸
術
は
、
人
間
の
情
緒
を
発
達
さ
せ
、
心

を
養
う
上
で
極
め
て
重
要
な
役
割
を
果
た
す
も
の
で
あ
り
ま
す

が
、
そ
の
中
で
音
楽
は
、
ス
ポ
ー
ツ
と
と
も
に
人
間
形
成
の
た

め
に
大
切
な
も
の
と
し
て
重
視
さ
れ
て
き
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
言
葉
の
壁
を
超
え
て
、
国
際
的
な
活
動
の
場
に
お
い

て
も
効
果
的
に
展
開
さ
れ
て
き
て
お
り
ま
す
。
音
楽
は
世
界
の

共
通
の
言
葉
と
し
て
、
世
界
の
人
々
が
連
帯
感
や
感
動
を
共
有

し
得
る
も
の
と
し
て
尊
重
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
音
楽
は
、
こ
の
よ
う
に
非
常
に
国
際
性
が
あ
る
と
と

も
に
、
老
若
男
女
を
問
わ
ず
、
す
べ
て
の
国
民
が
手
軽
に
親
し

め
、
広
く
国
民
の
間
に
普
及
し
て
い
る
芸
術
で
あ
り
ま
す
。
…
」

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
第
七
条
に
定
め
ら
れ
て
い
る
「
国
際
音
楽
の
日
」
の
由

来
は
、
「
国
際
音
楽
評
議
会
」

(]nt
e
r
n
at
i

onal
M
u
s
i
c
 Council 

…
略
称

I
M
C
)
が
、
一
九
七
五
年
に
カ
ナ
ダ
で
最
初
の
世
界
音

楽
週
間
を
開
催
し
た
と
き
、
当
時
の

I
M
C
会
長
ユ
ー
ジ
ン
：
メ

ニ
ュ
ー
ヒ
ン
氏
が
、
「
一

0
月
一
日
を
『
国
際
音
楽
の
日
』
と
し

て
、
世
界
中
の
全
て
の
人
々
が
生
活
に
お
け
る
音
楽
の
意
義
を
認

識
す
る
機
会
を
与
え
る
こ
と
」
を
提
唱
し
た
こ
と
に
さ
か
の
ぼ
る

こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
提
唱
を
受
け
て
、
一
九
七
七
年
一

0
月
一
日
に
ブ
ラ
チ
ス

ラ
バ
（
現
ス
ロ
バ
キ
ア
）
で
開
催
さ
れ
た

I
M
C
総
会
に
お
い
て
、

「
一
九
七
八
年
か
ら
一

0
月
一
日
を
『
国
際
音
楽
の
日
』
と
し
、

国
際
的
連
帯
の
も
と
に
記
念
行
事
を
催
す
こ
と
」
が
採
択
さ
れ
た
。

以
後
、
毎
年
、
世
界
各
固
の
国
際
音
楽
評
議
会
国
内
委
員
会
を

中
心
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
音
楽
の
特
別
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
て
き
て

お
り
、
我
が
国
に
お
い
て
は
、
音
楽
教
育
国
民
会
議
が
事
務
局
と

な
っ
て
、
こ
の
運
動
を
推
進
し
て
い
る
。

今
後
、
こ
の
日
を
中
心
に
、
各
地
域
で
音
楽
文
化
振
興
の
た
め

の
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
が
開
催
さ
れ
、
世
界
の
共
通
語
た
る
音
楽
を

通
じ
た
国
際
相
互
理
解
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
音
楽
へ
の
関
心

と
理
解
を
深
め
、
国
民
の
音
楽
学
習
意
欲
の
高
揚
を
支
援
す
る
な

ど
、
我
が
国
の
音
楽
文
化
振
興
の
シ
ン
ボ
ル
の
役
割
を
果
た
す
こ

と
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。（

企
画
調
査
係

音
楽
に

文
化
活
動
そ
の
他
の
生
涯
学
習
の
諸
活
動
で
あ
っ
て
、

係
る
も
の
を
い
う
。

3

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
学
習
環
境
」
と
は
、
音
楽
学
習
を
行

う
た
め
に
必
要
な
施
設
（
設
備
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
等
の
物

的
条
件
、
指
導
者
、
助
言
者
等
の
人
的
条
件
そ
の
他
円
滑
な
音

楽
学
習
を
行
う
た
め
の
諸
条
件
を
い
う
。

（
施
策
の
方
針
）

第
三
条
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
音
楽
文
化
の
振
興
の
た
め

の
学
習
環
境
の
整
備
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
国
民
の
間
に
お

い
て
行
わ
れ
る
音
楽
に
関
す
る
自
発
的
な
活
動
に
協
力
し
つ
つ
、

広
く
固
民
が
あ
ら
ゆ
る
機
会
と
あ
ら
ゆ
る
場
所
に
お
い
て
自
主

的
に
そ
の
個
性
に
応
じ
て
音
楽
学
習
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ

う
な
諸
条
件
の
体
系
的
な
整
備
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

2

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
音
楽
文
化
の
振
興
の
た
め
の
学

習
環
境
の
整
備
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
幼
児
、
少
年
、
高
齢

者
、
障
害
者
等
に
対
し
、
必
要
な
配
慮
を
す
る
も
の
と
す
る
。

（
地
方
公
共
団
体
の
事
業
）

第
四
条
地
方
公
共
団
体
は
、
地
域
に
お
け
る
音
楽
文
化
の
振
興

の
た
め
、
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
、
そ
の
自
主
的
な
判
断
に
よ

り
お
お
む
ね
次
の
各
号
に
掲
げ
る
学
習
環
境
の
整
備
等
の
事
業

を
行
う
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。
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一
音
楽
の
演
奏
及
び
鑑
賞
に
係
る
行
事
を
主
催
す
る
こ
と
。

二
音
楽
に
係
る
社
会
教
育
の
た
め
の
講
座
を
開
設
す
る
こ
と
。

三
前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
音
楽
学
習
の
機
会
の
提

供
に
関
し
必
要
な
事
業
を
行
う
こ
と
。

四
当
該
地
方
公
共
団
体
の
設
置
す
る
学
校
の
教
育
に
支
障
の

な
い
限
り
、
そ
の
学
校
の
施
設
を
音
楽
学
習
の
た
め
の
住
民

の
利
用
に
供
す
る
こ
と
。

五
音
楽
学
習
に
関
す
る
情
報
を
収
集
し
、
整
理
し
、
及
び
提

供
す
る
こ
と
。

六
音
楽
学
習
に
関
す
る
指
導
者
及
び
助
言
者
に
対
す
る
研
修

を
行
う
こ
と
。

七
音
楽
文
化
に
関
す
る
調
査
研
究
を
推
進
す
る
こ
と
。

八
音
楽
を
通
じ
た
固
際
文
化
交
流
事
業
を
行
う
こ
と
。

2

地
方
公
共
団
体
は
、
前
項
に
規
定
す
る
事
業
を
行
う
に
当
た

っ
て
は
、
我
が
国
の
伝
統
音
楽
及
び
地
域
の
特
色
あ
る
音
楽
文

化
並
び
に
こ
れ
ら
に
関
す
る
音
楽
学
習
を
振
興
す
る
よ
う
配
慮

す
る
も
の
と
す
る
。

3

国
は
、
地
方
公
共
団
体
が
第
一
項
に
規
定
す
る
事
業
を
行
う

に
当
た
っ
て
は
、
必
要
な
助
言
及
び
協
力
を
行
う
よ
う
努
め
る

も
の
と
す
る
。

（
民
間
団
体
の
行
う
事
業
の
振
興
）

第
五
条
国
は
、
音
楽
文
化
及
び
音
楽
学
習
の
振
興
に
資
す
る
事

業
を
行
う
民
間
団
体
に
対
し
、
照
会
及
び
相
談
に
応
じ
、
並
ぴ

に
助
言
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
当
該
事
業
の
振
興
に
努
め
る
も

の
と
す
る
。

（
顕
彰
）

第
六
条
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
音
楽
文
化
及
び
音
楽
学
習

の
振
興
に
寄
与
し
た
者
の
顕
彰
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
国
際
音
楽
の
日
）

第
七
条
国
民
の
間
に
広
く
音
楽
に
つ
い
て
の
関
心
と
理
解
を
深

め
、
積
極
的
に
音
楽
学
習
を
行
う
意
欲
を
高
揚
す
る
と
と
も
に
、

国
際
連
合
教
育
科
学
文
化
機
関
憲
章
（
昭
和
二
十
六
年
条
約
第

四
号
）
の
精
神
に
の
っ
と
り
音
楽
を
通
じ
た
国
際
相
互
理
解
の

促
進
に
資
す
る
活
動
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
国
際
音

楽
の
日
を
設
け
る
。

2

国
際
音
楽
の
日
は
、
十
月
一
日
と
す
る
。

30

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
国
際
音
楽
の
日
の
趣
旨
の
普
及

に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

附

則

こ
の
法
律
は
、

公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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ま
た
、
巻
頭
論
文
は
「
学
校
週
五
日
制
と
こ

れ
か
ら
の
課
題
」
と
題
し
て
、
謂
査
研
究
協
力

い
る
。

与
謝
野
文
部
大
臣
の
年
頭
の
所
感
を
掲
載
し
て

麗
今
月
号
で
は
、
新
し
い
年
の
始
め
に
当
た
り

口

＜ 。 会
を
得
た
。
あ
い
に
く
地
平
線
に
低
く
垂
れ
籠

金・

f公、
並p

口

謹
ん
で
お
慶
ぴ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
も
、

た
し
ま
す
。

よ
り
一
層
の
御
愛
読
を
お
願
い
い

麗
妻
子
と
待
つ
初
日
や
雲
の
黄
金
を
さ
す

元
日
の
日
の
出
を
初
め
て
海
辺
で
迎
え
る
機

め
た
雲
の
縁
を
徐
々
に
黄
金
色
に
染
め
て
よ
う

や
く
昇
り
始
め
た
朝
日
か
海
面
に
広
か
っ
て
ゆ

麗
平
成
六
年
の
新
春
を
迎
え
、
読
者
の
皆
様
に

口薗

I • 
ぁ

と

か

さ

塵口

表
紙
写
真

自
然
と
の
触
れ
合
い
を
通
し
て
探
求
心

を
養
っ
と
と
も
に
、
親
子
の
絆
を
深
め
る

[
国
立
信
州
高
遠
少
年
自
然
の
家
主
催
一

学
校
週
五
日
制
対
応
事
業
「
わ
く
わ
く

二
信
州
高
遠
ー
冬
：
雪
と
氷
ー
」
か
ら

て
い
る
。

の
実
態
等
に
関
す
る
調
査
結
果
な
ど
を
掲
載
し

対
応
の
た
め
昨
年
―
二
月
一
六
日
に
開
催
さ
れ

た
都
道
府
県
・
指
定
都
市
教
育
委
員
会
教
育
長

会
議
の
概
要
や
生
徒
指
導
上
の
諸
問
題
の
現
状

と
文
部
省
の
施
策
、
学
校
に
お
け
る
情
報
教
育

麗
こ
の
ほ
か

本
号
に
は

い
じ
め
問
題
へ
の

ヽ
~
゜

し 組
の
記
事
と
併
せ
て
参
考
に
し
て
い
た
だ
き
た

解
説
及
び
学
校
週
五
日
制
実
践
研
究
地
域
の
取

月
一
一
回
の
学
校
週
五
日
制
の
定
着
に
向
け
た

者
会
議
の
主
査
を
務
め
ら
れ
た
幸
田
前
共
立
女

子
大
学
学
長
に
ご
執
筆
い
た
だ
い
た
。
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